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内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

緊張によるストレスで皮膚から発生するアリルメルカプタンを識別できる

センサーアレイを開発。このセンサーは、酸化スズナノシートを用いた感応膜

を組み合わせ、機械学習を活用して高感度・高選択性でストレスガスをリアル

タイムモニタリング可能。ストレスケア分野での応用が期待。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来のセンサーは特定ガスの識別が難しく、低濃度ガスの検知のためには大

型装置が必要であったが、本技術は優れた特性を示す酸化スズナノシートを実

現させ、センサーのアレイ化と機械学習により高精度かつリアルタイムでスト

レスガスの検知に成功した。 

本技術の 

有用性 

皮膚ガス中のストレスガスをリアルタイムでモニタリングでき、健康状態の

把握や疾病予防などに応用できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 
 

（左）感応膜の断面を観察した透過型電子顕微鏡像 

（右）測定対象ガスを空気からストレスガスに変化させた際の、センサーアレ

イ応答値の時間変化（赤い●印、5 秒間隔で測定） 

適用可能製品 
ガスセンサー、ニオイセンサー、ニオイセンサー、ヘルスケア、環境モニタ

リング、ニオイ識別など 
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